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1.シアル酸即eu5Ac)の複合糖質中での挙動を調べる有力な手法として蛋白中の糖
鎖に【3-13C,9-F]-Neu5Acを組み込む手法が報告されている l)｡そこで､我々はさら
に感度の良い解析が可能なシァル薮の標識アナログの｢連の合成研究を行うことと

した0本発表では特に13C･シアル酸及びその9位修飾体の合成をも可能とする効率
的合成法を確立するとともlこ効果的矧 ヒについても検討したので報告する.

2.3.以前の報告 巧に従い､Nacetylm aJuOSamineCdhnNAc)から5工程で標識化

エポキシR体とS体を7:3で得､R体から2工程Iq6-13C]-ManNAcを得た｡ManNAc
と【3lL3C]-ピルビン酸､また､【6-13q-ManNAcとピルビン酸を辞素を用いて反応さ

せt3-13C]-Neu5Acと【9･lac】-Neu5Acを得た｡これらを1:1で混合させHMQC法

とHOHAEA法を組合せて3次元湖 測定を行い､【3,9lWc]-Neu5Acと同様の
結果が得られることを確認した｡このことから､より安価に同等の標識効果を持つ
手法が確立でき､今後の標識アナログの合成において､この知見は大変有用である

と考えられる｡また､標隷化エポキシ R体､S体へ求核種任｢,HOlを星人する

ことで相当する【9-13C】-Neu5Acアナログ額を得た｡また､これに合わせて【3-L3q-
Neu5Acアナログを得るための無標識 ManNAcアナログの効率的合成法をも確立

した｡これらの手法を用いることで.糖鎖中で標識化 Neu5Acと比較するのに有
用な道具となる標識アナログ類を効率良く合成できることが明らかになった｡
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